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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月23日(2016.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、参加者の発言を音声出力と文字出力を用いて提示する際に、参加者の発言に
関して音声出力と文字出力を分かりやすく切り替える会議システムを提供することを目的
とする。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明は、参加者の発言を文字出力を用いて提示する際に、文字情報に変換され
た発話を分かりやすく画面上に提示する会議システムを提供することを目的とする
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、クライアント装置とネットワークを介して通信可能であり、前記クライアン
ト装置から送信された音声データを会議参加中の他のクライアント装置に音声および文字
として出力させる会議サーバであって、前記クライアント装置から送信された音声データ
を受け付ける音声受付手段と、前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアン
ト装置に音声として出力させる権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基
づき、前記クライアント装置に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を
付与し続ける音声出力権限付与手段と、前記受け付けた音声データを前記会議参加中のク
ライアント装置に文字として出力させる権限である文字出力権限を、該音声データの発声
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状況に基づき、前記クライアント装置に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出
力権限を付与し続ける文字出力権限付与手段と、を有し、前記音声出力権限付与手段は、
前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権限を付与可能な状況であっても、前記
文字出力権限が付与されているクライアント装置には前記音声出力権限を付与しないこと
を特徴とする。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント装置とネットワークを介して通信可能であり、前記クライアント装置から
送信された音声データを会議参加中の他のクライアント装置に音声および文字として出力
させる会議サーバであって、
　前記クライアント装置から送信された音声データを受け付ける音声受付手段と、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に音声として出力させ
る権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を付与し続ける音声出力権限付
与手段と、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に文字として出力させ
る権限である文字出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出力権限を付与し続ける文字出力権限付
与手段と、
を有し、
　前記音声出力権限付与手段は、前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権限を
付与可能な状況であっても、前記文字出力権限が付与されているクライアント装置には前
記音声出力権限を付与しない
ことを特徴とする会議サーバ。
【請求項２】
　前記音声出力権限付与手段は、前記クライアント装置に付与された音声出力権限を解除
する条件として、前記音声データの発声がない時間間隔にて判定する
ことを特徴とする請求項１に記載の会議サーバ。
【請求項３】
　前記文字出力権限付与手段は、前記クライアント装置に付与された文字出力権限を解除
する条件として、前記音声データの発声がない時間間隔にて判定する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の会議サーバ。
【請求項４】
　前記音声出力権限付与手段は、前記クライアント装置に付与された音声出力権限を解除
する条件として、前記音声データに含まれる発言の終了を意味するキーワードにて判定す
る
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の会議サーバ。
【請求項５】
　前記文字出力権限付与手段は、前記クライアント装置に付与された文字出力権限を解除
する条件として、前記音声データに含まれる発言の終了を意味するキーワードにて判定す
る
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の会議サーバ。
【請求項６】
　前記クライアント装置から送信された画像データを受け付ける画像受付手段と、
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　前記画像受付手段により受け付けた画像データを、前記クライアント装置に対応付けて
画像データ記憶手段に登録する画像データ登録手段と、
　前記画像データ記憶手段に記憶された画像データと、前記文字出力権限が付与されたク
ライアント装置に対する文字データを該クライアント装置に対する前記画像データと対応
付けて表示する文字出力画像データとを、前記会議参加中のクライアント装置に送信する
全体画像データに合成する画像合成手段と、
を有することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の会議サーバ。
【請求項７】
　前記画像合成手段は、前記文字出力権限が付与されたクライアント装置に対する前記画
像データを表示しない場合、該クライアント装置に対する前記文字データを文字表示領域
である文字発話枠に表示する文字発話枠画像データとして全体画像データに合成する
ことを特徴とする請求項６に記載の会議サーバ。
【請求項８】
　前記クライアント装置に対して、前記文字データを前記文字発話枠に表示させるか否か
、を発話枠表示フラグの値として記憶する文字表示設定記憶手段
を有し、
　前記画像合成手段は、前記発話枠表示フラグが前記クライアント装置に対して前記文字
データを前記文字発話枠に表示すると設定されている場合、前記クライアント装置に対す
る前記画像データを表示する場合であっても、前記クライアント装置に対する前記文字デ
ータを前記文字発話枠に表示する文字発話枠画像データとして全体画像データに合成する
ことを特徴とする請求項７に記載の会議サーバ。
【請求項９】
　前記文字表示設定記憶手段は、更に、前記文字データを前記クライアント装置に対する
画像データに対応付けて表示するか否か、を参加者発話表示フラグの値として記憶するも
のであって、
　前記画像合成手段は、前記発話枠表示フラグが前記クライアント装置に対して前記文字
データを前記文字発話枠に表示すると設定されていない場合であって、前記参加者発話表
示フラグが前記クライアント装置に対する画像データに対応付けて表示すると設定されて
いる場合に、前記クライアント装置に対する前記画像データを表示するならば前記文字デ
ータを該クライアント装置に対する該画像データと対応付けて表示する文字出力画像デー
タとして、また一方、前記クライアント装置に対する前記画像データを表示しないならば
前記文字データを前記文字発話枠に表示する文字発話枠画像データとして、全体画像デー
タに合成する
ことを特徴とする請求項８に記載の会議サーバ。
【請求項１０】
　クライアント装置と、前記クライアント装置から送信された音声データを会議参加中の
他のクライアント装置に音声および文字として出力させる会議サーバとが、ネットワーク
を介して通信可能な会議システムであって、
　前記クライアント装置は、
　入力された音声データを前記会議サーバに送信する音声データ送信手段
を有し、
　前記会議サーバは、
　前記クライアント装置から送信された音声データを受け付ける音声受付手段と、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に音声として出力させ
る権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を付与し続ける音声出力権限付
与手段と、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に文字として出力させ
る権限である文字出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出力権限を付与し続ける文字出力権限付
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与手段と、
　を有し、
　前記音声出力権限付与手段は、前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権限を
付与可能な状況であっても、前記文字出力権限が付与されているクライアント装置には前
記音声出力権限を付与しない
ことを特徴とする会議システム。
【請求項１１】
　クライアント装置とネットワークを介して通信可能であり、前記クライアント装置から
送信された音声データを会議参加中の他のクライアント装置に音声および文字として出力
させる会議サーバの制御方法であって、
　音声受付手段が、前記クライアント装置から送信された音声データを受け付ける音声受
付ステップと、
　音声出力権限付与手段が、前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント
装置に音声として出力させる権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基づ
き、前記クライアント装置に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を付
与し続ける音声出力権限付与ステップと、
　文字出力権限付与手段が、前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント
装置に文字として出力させる権限である文字出力権限を、該音声データの発声状況に基づ
き、前記クライアント装置に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出力権限を付
与し続ける文字出力権限付与ステップと、
を有し、
　前記音声出力権限付与ステップは、前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権
限を付与可能な状況であっても、前記文字出力権限が付与されているクライアント装置に
は前記音声出力権限を付与しない
ことを特徴とする会議サーバの制御方法。
【請求項１２】
　クライアント装置と、前記クライアント装置から送信された音声データを会議参加中の
他のクライアント装置に音声および文字として出力させる会議サーバとが、ネットワーク
を介して通信可能な会議システムの制御方法であって、
　前記クライアント装置は、
　音声データ送信手段が、入力された音声データを前記会議サーバに送信する音声データ
送信ステップ
を有し、
　前記会議サーバは、
　音声受付手段が、前記クライアント装置から送信された音声データを受け付ける音声受
付ステップと、
　音声出力権限付与手段が、前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント
装置に音声として出力させる権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基づ
き、前記クライアント装置に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を付
与し続ける音声出力権限付与ステップと、
　文字出力権限付与手段が、前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント
装置に文字として出力させる権限である文字出力権限を、該音声データの発声状況に基づ
き、前記クライアント装置に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出力権限を付
与し続ける文字出力権限付与ステップと、
を有し、
　前記音声出力権限付与ステップは、前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権
限を付与可能な状況であっても、前記文字出力権限が付与されているクライアント装置に
は前記音声出力権限を付与しない
ことを特徴とする会議システムの制御方法。
【請求項１３】
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　クライアント装置とネットワークを介して通信可能であり、前記クライアント装置から
送信された音声データを会議参加中の他のクライアント装置に音声および文字として出力
させる会議サーバにおいて実行可能なプログラムであって、
　前記会議サーバを、
　前記クライアント装置から送信された音声データを受け付ける音声受付手段、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に音声として出力させ
る権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を付与し続ける音声出力権限付
与手段、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に文字として出力させ
る権限である文字出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出力権限を付与し続ける文字出力権限付
与手段、
として機能させ、
　前記音声出力権限付与手段は、前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権限を
付与可能な状況であっても、前記文字出力権限が付与されているクライアント装置には前
記音声出力権限を付与しない
ことを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　クライアント装置と、前記クライアント装置から送信された音声データを会議参加中の
他のクライアント装置に音声および文字として出力させる会議サーバとが、ネットワーク
を介して通信可能な会議システムにおいて実行可能なプログラムであって、
　前記クライアント装置は、
　入力された音声データを前記会議サーバに送信する音声データ送信手段
を有し、
　前記会議サーバは、
　前記クライアント装置から送信された音声データを受け付ける音声受付手段と、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に音声として出力させ
る権限である音声出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該音声出力権限を付与し続ける音声出力権限付
与手段と、
　前記受け付けた音声データを前記会議参加中のクライアント装置に文字として出力させ
る権限である文字出力権限を、該音声データの発声状況に基づき、前記クライアント装置
に対して付与し、解除すると判定するまで該文字出力権限を付与し続ける文字出力権限付
与手段と、
を有し、
　前記音声出力権限付与手段は、前記音声データの発声状況に基づき前記音声出力権限を
付与可能な状況であっても、前記文字出力権限が付与されているクライアント装置には前
記音声出力権限を付与しない
ことを特徴とするプログラム。
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